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今日の南中給食

ユーモラスにも思えるきゅうりの名は、古くは黄色に熟してから
じゅく

食べるために「黄瓜」と呼ばれていたからとも、中国で西方の瓜
き う り せいほう うり

「胡瓜」と呼ばれていたかたとも、言われています。
きゅうり

果菜類ではトマトに次いで収 穫 量の多い野菜。日本では夏の代表的
かさいるい つ しゅうかくりょう

な野菜でしたが、促成栽培が普及して、一年中食べられるように
そくせいさいばい ふきゅう

なって久しくなります。食べ方もサラダが中心になり、それに応じた
ひさ おう

品種の改良も進められてきました。95％以上が水分で、栄養素と
ひんしゅ かいりょう

してはさほど期待できませんが、さっぱりと口の中を洗ってくれる

ような独特な食感が魅力ですね。
どくとく

メニュー

・チャーハン

・春巻き

・きゅうりと大根のピリ辛

・中華風野菜スープ

・牛乳

きゅうりについて


